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緊急呼出ボタン

取扱説明書

DZ-EC100
ディー ゼット イー シー形

名

お買いあげいただき、まことにありがとう
ございました。この取扱説明書をよくお読
みのうえ、正しくお使いください。
・ ご使用の前に、「安全上のご注意」を必ず
お読みください。
・ この取扱説明書は、いつでも見ることが
できる所に必ず保存してください。

呼出ボタン

LEDランプ（赤） 取消/機能ボタン

番号シール
貼り付け位置

電池カバー
（出荷時は電池カバーを
外した状態です）

緊急呼出ボタンを複数ご使用の場合などは、上記の番号シール貼り付け
位置に貼り付けてください。

以下の操作を行います。

①親機の【保留 内線/消去】ボタンを3秒以上押し続ける。
[増設します]と表示されたらボタンから指を離し、緊急呼出ボタンで操
作します。

親機に[増設します]と表示されてから90秒以内に、以下の操作をします。

①【取消/機能】ボタンを10秒以上押し続け､前面のランプが赤く点滅した
ら、指を離す。
②親機の画面を確認する。
･ 緊急呼出ボタンと親機が「ピー」と鳴り、［完了しました］と表示された
ら登録は完了です。
･ 緊急呼出ボタンと親機が「ピピピピ」と鳴り、［失敗しました］と表示さ
れたときは登録が完了していません。その場合は、約2分後にもう一
度はじめから操作してください。

以下の操作を行います。

①親機で緊急呼出ボタンの番号を確認する。
･ 【呼出】ボタンを押すと画面に番号（緊急呼出○）が表示されます。確
認できたら【取消/機能】ボタンを押して呼び出しを止めてください。

②確認した番号と同じ番号シールを電池カバーにある貼り付け位置に貼り
付ける。

緊急呼出ボタンが押されたときに、自動で電話をかける電話番号を親機に登
録します。電話番号にはご家族などの連絡先を登録し、連絡先の相手の方に
は、呼出ボタンを押したときに通知されることを伝えて、通知されたときの対
処方法を事前に取り決めておいてください。
・ 詳しい操作方法については、親機の取扱説明書をご覧ください。
※緊急呼出ボタンを押すと、最初に家の電話機の親機と子機の呼出音がなりますので、在
宅の家族がいるときは、緊急呼出ボタンを押した方の状況を確認してください。

緊急呼出ボタンを親機に登録します。
（例: JD-AT82CL/CW/CEの場合）
1台の親機につき、緊急呼出ボタンと他のセンサー機器を含めて最大10台
まで（電話機の子機を除く）登録できます。
･ 緊急呼出ボタンの登録番号は、1から順に登録されます。

親機の画面に｢端末お知らせあり｣などと表示されている場合は、電池残量が
少なくなっているか、なくなっている可能性があります。親機で接続状況をご
確認ください。（☞「緊急呼出ボタンと親機の接続状況を確認する」）
本体背面にある【取消/機能】ボタンを押してみて、音が鳴らない場合は電池
残量がなくなっています。上記の手順で電池カバーを外し、電池を交換して
ください。
電池交換時期の目安は約2年間です。
･ 交換用の電池は、市販の“CR123A（リチウム電池）”をお買い求めください。

登録完了後、すぐにボタンを押せるように、緊急呼出ボタンを手の届きやすい
位置に設置してください。
突然の事態が発生しやすい箇所に設置することをおすすめします。
　例：就寝時の枕元、お風呂場の脱衣場、トイレなど
緊急呼出ボタンは、登録する親機との距離や電波状態によってはつながらない
ことがあります。裏面の「ご使用にあたって」をご覧のうえ、設置場所を決めてく
ださい。

設置する場所で本体背面にある【取消/機能】ボタンを押し、ブザーの音で接続
状況を確認します。

お買い上げ時は、以下の③以降の方法で電池を取り付けます。　

①付属のドライバーを使用して電池カバー
のネジをゆるめる。
・ ネジは電池カバーからは外れません。

②切り欠きにツメなどを当てて電池カバー
を開ける。
・ ツメなどを傷めないようにご注意くだ
さい。

・ ゴムパッキンは防水機能を維持するた
めの重要な部品のため、外したり曲げ
たりしないでください。

④ツメに合わせて“カチッ”と音が鳴るまで
電池カバーを押して閉じ、付属のドライ
バーを使用してネジを締める。
・ ネジはしっかりと締めてください。ネジ
の締め付けが弱いと防水機能が低下
することがあります。

③【取消/機能】ボタンを押してから電池を
取り付ける。
・ プラス“+”とマイナス“－”を逆に入れ
ないようにしてください。

・ 取りつけたとき「ピッ」と音が鳴ること
を確認してください。

･ 緊急呼出ボタンの落下防止や、緊急呼出ボタンを
引っかけて設置する場合などは、緊急呼出ボタン
にストラップを取り付けてください。
･ ストラップを持って本体を振り回さないようにし
てください。

※当商品は日本国内向けであり、日本語以外の説明書は
ございません。
This model is designed exclusively for
Japan, with manuals in Japanese only.

－
＋

･ 直ちにボタンを押した方の状況
を確認してください。
･ 緊急呼出ボタンを複数登録して
いるときは、ボタンの番号を確認
します。

※IPX4： ☞｢仕様｣（裏面）

※前面の【呼出】ボタンを押すと呼び出しが始まります（このときは「ビービーピー」と長
いブザー音が鳴ります）。この場合は【取消/機能】ボタンで呼び出しを止めてから、もう
一度【取消/機能】ボタンを押してください。

※最新の情報は、当社のウェブサイトでご確認ください。
https://jp.sharp/support/tel/index.html

（ストラップの形は
イラストと異なる場
合があります。）

□ 本体：1個

□ 取扱説明書（本書）：1枚

□ ドライバー：1本

□リチウム電池（CR123A）：1本
□ 番号シール：1枚

□ ストラップ：1本

前面 背面

本体と付属品

①親機と正しく接続されているか確認してください。
②電池の残量が残っているか確認してください。
（☞「緊急呼出ボタンと親機の接続状況を確認する」）
③電池の取り付けが正しいか確認してください。
- 停電中は親機が反応できないため、動作しません。

ピピピピ 親機に電波が届いていません。
通信圏内です。緊急呼出ボタンと親機は正しく
接続されています。

ブ ザ ー 音 内 容

電池の交換

親機で操作する

緊急呼出ボタンで操作する

登録が完了したら登録可能機種リスト

緊急呼出ボタンについて

緊急呼出ボタンは登録可能な親機に登録しないと使用できません。
緊急呼出ボタンは、下記のデジタルコードレス電話機に登録できます。

緊急呼出ボタンは、親機（電話機など）に登録しておくことで、もしもの
ときにボタンを押せば、あらかじめ設定した番号へ自動で電話をかけて
連絡することができるボタンです。

2020年2月現在

JD-AT82CL/CW/CE、JD-AE90CL、JD-AT90CL/CW
JD-AT95C/CL/CW

形　名

緊急呼出ボタンを押すと

緊急呼出ボタンを親機に登録する

親機に電話番号を登録する

設置する こんなときは

設置場所が決まったら

緊急呼出ボタンからのブザー音／LEDランプ

ブザー音

電池の取り付け／交換

ピー

防水について
この緊急呼出ボタンはIPX4※相当の防水機能を有しておりますが、日常生
活用途の防水性能のため、緊急呼出ボタンを屋外に設置したり、水に沈め
たりしないでください。

ブザー音／LEDランプ 内 容
【取消/機能】ボタンを
押したときに｢ピピピピ｣

親機に電波が届いていません。

登録中に｢ピピピピ｣ 親機への登録に失敗しました。

【取消/機能】ボタンを押し
たときに｢ピー｣ 

通信圏内です。緊急呼出ボタンと親機は正しく接
続されています。

【呼出】ボタンを押したと
きに｢ピーピーピー｣
（赤いLEDが点滅） 

呼び出しを開始します。止めるときは、本体背面
にある【取消/機能】ボタンを押してください。

赤いLEDがゆっくり点滅
している

緊急呼出ボタンを親機に登録するときに、親機の
操作を待っている状態です。
点滅は90秒間続きます。登録操作を行わないと
きは、点滅が終了するまでお待ちください。

ボタンを押しても
反応がない／呼び
出しを行わない

【呼出】ボタンを押す ピーピーピー

ツメ

切り欠き

ゴムパッキン

ネジ

呼び出しの履歴は、親機で確認できます。

緊急呼出ボタンと親機の接続状況を、親機で確認できます。
緊急呼出ボタンは[緊急○]として表示されます。（○には登録番号が表示されます）
緊急呼出ボタンと親機との接続状況が、以下のように表示されます。
※接続状況は10分ごとに更新されます。
 ・ 緊急○（接続中） : 機器が使用可能な状態
 ・ 緊急○（電池少） : 電池残量少（新しい電池に交換してください）
 ・ 緊急○（未接続） : 電池切れや使用範囲外にあり使用できない状態

緊急呼出ボタンと親機の接続が切れています。
「設置する」をご覧になり、親機に電波が届いているか確認し
てください。また｢電池の交換｣をご覧になり電池残量を確認
してください。

本体背面にある【取消/機能】ボタンを押すと、呼び出しが止まります。また、
登録した親機の【停止】ボタンを押しても止まります。

（家の中に誰かいるときは）
親機で【停止】を押して呼び出しを止
める。または、親機や子機で電話に
出てメッセージ※を聞く

呼出音が鳴り続けて30秒が経過す
ると、登録した通知先番号に自動で
電話をかける

通知先の方が電話に出ると
緊急呼出ボタンが押されたことを知ら
せるメッセージ※が流れる

家の電話機の親機と子機の呼出音が鳴る

呼出終了

呼出終了

通知先の電話機で呼出音が鳴る

（例: JD-AT82CL/CW/CEの場合）
･詳しい操作方法については、親機の取扱説明書をご覧ください。

※メッセージ

“○”には、緊急呼出ボタンの
登録番号が入ります。
※通知先の電話機で電話に出たと
きに流れます。

呼び出しを途中で止める

呼び出しの履歴を確認する

緊急呼出ボタンと親機の接続状況を確認する

相手の方の電話機で【   】【 # 】を
押してもらう

こちらは、電話機です。
緊急呼出ボタン“○”が押さ
れました。
すぐに確認してください。
（【 】のあとに【#】を押すと、
メッセージが止まります。）※

･ 相手の方が電話に出て【 】【#】を
押すまで、通知先番号1→通知先
番号2→通知先番号3の順番に
電話をかけます。（2回繰り返し）

･ 相手の方の電話機によっては【 】
【#】を押しても呼び出しを止めら
れないことがあります。その場合
はトーン信号へ切り替えてから
【#】を押してください。

動作保証について
緊急呼出ボタンは無線で親機と通信することで呼び出しを行うため、呼び
出しが確実に動作することを保証するものではありません。
緊急呼出ボタンのご利用によって万一人的被害が発生しても、弊社は一切
の責任を負いません。あらかじめご了承ください。

DZ-EC100.fm  1 ページ ２０２０年２月１０日　月曜日　午前１０時１２分



電池（CR123A）：1個（使用時間：約2年間）※1

 幅 73 × 奥行 84 × 厚さ 31（約/mm）

 約 84g（電池を含む）

保証について

親機と緊急呼出ボタンの間に障害物のある場所で使わない

修理を依頼されるときは　持込修理

ご使用の前に

お問い合わせは
この製品についてのご意見、ご質問は、お客様ご相談窓口へお申しつけください。

本 社 〒590-8522　大阪府堺市堺区匠町1番地

この取扱説明書には、安全にお使いいただくためにいろいろな表示をしています。その
表示を無視して誤った取り扱いをすることによって生じる内容を、次のように区分して
います。内容をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。

警告
◎緊急呼出ボタンの取り扱いについて

警告 人が死亡または重傷を負うおそれがある内容を示しています。

注意 人がけがをしたり財産に損害を受けるおそれがある内容を
示しています。

図記号の意味 記号は、気をつける必要があることを表しています。

記号は、してはいけないことを表しています。

記号は、しなければならないことを表しています。

・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・・・

万一、発熱していたり、煙が出ている、変な臭いがする場合、また
は、異物（金属片・水・液体）が製品の内部に入った場合は、すぐに
お客様ご相談窓口にご連絡ください。そのまま使用すると、火災や感
電の原因となります。

親機と緊急呼出ボタンの間に障害物（金
属製のドア、鉄筋コンクリート、鉄骨、
モルタル壁、金属線入りのガラス、断熱
材など）があったり、親機と緊急呼出ボ
タンを別の階や別棟に設置したときは、
電波を通しにくくなるため、電波の届く
距離が短くなることがあります。

停電時の使用について
停電したときや、親機のACアダプターがはずれたときは使用できません。

マニキュア用の除光液などが付いた手で緊急呼出ボタンに触らない
塗装がはがれたり、表面が変色、変形、変質したりする原因になります。

商標について
本書に記載されている会社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。

緊急呼出ボタンの電波について
緊急呼出ボタンは、1.9GHz帯を使用する時分割多元接続方式広帯域を使用
しています。
緊急呼出ボタンの使用周波数に関わるご注意
緊急呼出ボタンの使用周波数帯では、PHSの無線局のほか、異なる種類のデ
ジタルコードレス電話機の無線局などが運用されています。
･ 万一、緊急呼出ボタンから他の無線局に対して有害な電波干渉が発生した場
合には、使用を停止し、お客様ご相談窓口にご連絡ください。
･ その他、何かお困りのことが起きたときは、お客様ご相談窓口にご連絡ください。

廃棄するときは

お客様による改造や修理はしないでください。火災や感電、けがの
原因となります。
緊急呼出ボタンを持ち運ぶときは、落としたり、衝撃を与えたりしな
いでください。衝撃により破損することがあります。

緊急呼出ボタンは乳幼児の手の届かないところに置いてください。

注意 ぐらついた台の上や傾いたところ、振動の激しいところなど、不安定
な場所に置かないでください。落下、故障の原因となります。
調理台や加湿器のそばなど、油煙や湯気が当たるような場所や、火器
の近くに置かないでください。火災、故障の原因となります。
熱がこもるので、暑い場所や直射日光の当たる所、暖房機の近くに置
かないでください。火災の原因となります。

心臓ペースメーカーの装着部位から15cm以上離して使用してくださ
い。誤作動、事故の原因となります。

電子機器や医療機器に影響を与えるおそれがあるので、病院内などの
使用を禁止された場所では使用しないでください。誤作動、事故の原
因となります。

警告
◎電池について

電池は乳幼児の手の届かないところに置いてください。万一、お子様
が飲み込んだ場合は、ただちに医師と相談してください。

電池は誤った使いかたをすると、液漏れや破裂、発火の原因となるこ
とがあります。以下のことをお守りください。
・もれた液が目に入ったときはきれいな水で洗い流し、すぐに医師の
診断を受ける。目に障害を与えるおそれがあります。

・水や火の中に入れたり、分解したり、端子をショートさせたりしない。
・プラス“+”、マイナス“-”を逆に入れない。
・電池を交換するときは、必ず指定のものを使用する。
・電池に直接はんだ付けしない。
・廃棄する際は端子をテープで絶縁する。

・長期間使用しないときは、電池を取り外す。注意

電 源

温度：5℃～35℃／湿度：30％～85%RH使 用 環 境

IPX4※2相当防 水 性 能

外 形 寸 法

質 量

※1 使用環境25℃の場合。緊急呼出ボタンの使用状況によって使用時間は変わります。
※2 IPX4とは、散水ノズルを用いた散水装置を用い、散水口あたり0.07リットル/分の水量

で、あらゆる角度からの散水を行い、最低5分間の散水でも機器の機能を有することを意
味します。

使用範囲

障害物が
ない場合

親機

この製品を使用できるのは、日本国内のみです。規格などが異なるため
海外では使用できません。
This machine is designed for use in Japan only and cannot be 
used in any other country.

安全上のご注意

保証とアフターサービス

仕様

ご使用にあたって

半径約100m

1. 異常があるときは使用をやめて、お買いあげの販売店にこの製品をお持込み
のうえ、修理をお申しつけいただくか、「お客様ご相談窓口のご案内」に記
載の窓口にお問い合わせください。ご自分での修理はしないでください。

2. アフターサービスについてわからないことは…
お客様ご相談窓口にお問い合わせください。

1. この製品には、取扱説明書に保証書がついています。
内容をよくお読みのうえ大切に保存してください。

2. 保証期間は、お買いあげの日から1年間です。
保証期間中でも有料になることがありますので、保証書をよくお読みください。

3. 保証期間後の修理は、ご要望により有料修理または同等製品と有料交換い
たします。

･ 製品を廃棄するときや電池が消耗したときに取り外した電池は、ショート
することを防ぐため、電池のプラス“+”とマイナス“－”にセロハンテー
プを貼るなどして絶縁してください。
･ 分別した電池と本体を廃棄する場合は、自治体によって処理、処分のしか
たが異なっていますので、その指示にしたがってください。

･ この製品は厳重な品質管理と検査を経て出荷しておりますが、万一故障
または不具合がありましたら、シャープお客様ご相談窓口までご連絡く
ださい。
･ お客様または第三者がこの製品の使用誤り、使用中に生じた故障、その
他の不具合またはこの製品の使用によって受けられた損害については、
法令上賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切その責任を負いま
せんので、あらかじめご了承ください。

この製品は、改良のため仕様及び外観の一部を予告なく変更することがあり
ます。

いつでも便利なWebサービス【シャープオンラインサポート】

使用方法や修理のご相談など

修理・使いかたなどのご相談・ご依頼、および万一、製品による事故が発生した
場合は下記窓口にお問い合わせください。

https://jp.sharp/support/
■よくあるご質問などもパソコンから検索できます。

■フリーダイヤル・ナビダイヤルがご利用いただけない場合は…
電　話 ＦＡＸ

〒581-8585　　大阪府八尾市北亀井町3-1-72

06-6792-1583 06-6792-5993

※おかけ間違いのないようにご注意ください。

固定電話、PHSからは、フリーダイヤル

携帯電話からは、ナビダイヤル

0120 - 663 - 700
0570 - 550 - 194 

受 付 時 間（年末年始を除く）
●月曜～土曜：9：00～18：00
●日曜・祝日：9：00～17：00

※お電話は番号をよくお確かめのうえ、お間違いのないようにおかけください。
※所在地・電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。(2020年2月現在)

お問い合わせ内容を確認するため、ご使用の製品と製品を登録している親機をお手元に
おいておかけください。

お客様ご相談窓口のご案内

[ ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて ]
シャープ株式会社および関係会社は、お客様の個人情報をご相談対応や修理対応などに利用さ
せていただいております。個人情報は適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由
がある場合を除き、第三者に開示・提供いたしません。
個人情報の取扱いの詳細については、https://corporate.jp.sharp/privacy/index-j.htmlをご参照
ください。

警告

DZ-EC100.fm  2 ページ ２０２０年２月１０日　月曜日　午前１０時１２分
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